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という本協議会の設立主旨につ~ての説明があったo また、 13校が参加した2007年1月 13 日の
第1回準備会合開催以降、 1年以上に渡る設立に至るまでの経緯について紹介があったoこの設
立に至る経過の詳細については、報告書「関西地区FD連絡協議会設立に向けて」に掲載されて





























議長より、 『幹事校」の準備会会合案として、 「大阪大学J r大阪市立大学J r大阪府立
大学J r関西大学J r関西学院大学J r神戸大学J r神戸常盤大学J r同志社大学J r立
命館大学J r龍谷大学J r和歌山大学J (11校)が提案され、承認された。
5.常任幹事校の選出(規約第8条)
－ 146 － － 147 －
議長より、 「常任幹事校」の準備会会合案として、 「大阪大学J r大阪市立大学J r神戸
大学J r同志社大学J r立命館大学J (5校) が提案され、承認された。
6.監査役の選出(規約第9条)
「幹事校」へ立候補・推薦する大学に挙手を求めるがなかった。 議長より、 「監査役」の




















－ 148 － － 149 －










































































































る。各WGは、必要に応じていくつかの会員校が協力して活動を進める。 5つのWGとは、 rFD 




























広 o • 大E市立大宇和軍山文字京都大学
帯，軽傷 神戸大学ー植謡大字.M文字盤調文学部京都大学
-開制限紘肌哨岨{描聞が即賓とし叩わる



































































































部署名 役職 職種 氏名
大 阪 大 学
大学教育実践 主 任 教 授 早 回 幸 政 常任幹事枝センター
大阪市立大学 大学教育研究 副所長 教 授 矢 野 裕 俊 常任幹事故センター
大阪府立大学 組合教育研究 主 任 教 授 高 橋 哲 也機 構
関 西 大 学 学事局教務セ 次 長 稲 田 豊ン タ ー
関西学院大学 理工学部 教務部長 教 授 矢 倉 達 夫
大学教育 大学教育支神 戸 大 学 推進機構 援研究推進 教 授 米 谷 淳 常任幹事枝室 長
神戸常盤大学 看護学科 FD委員会 教 授 江 上 芳 子委員長
同 志 社 大 学 教育開発 所 長 教 授 山 田 キ:L 子 常任幹事枝センター
立 命 館 大 学 教育開発推進 教 授 安 岡 高 志 常任幹事按機 構
H 1 
教育開発支 課 長 烏 井 真 木援 課
情 谷 大 学 大学教育開発 センター長 教 授 松本和一郎龍谷大学短期大学部 センター
和 歌 山 大 学 授業評価改善 委員長 教 授 菊 )1 恵推進部会
京 都 大 学 高等教育研究 センター長 教 授 田 中 毎 実 語長枝(代表幹事枝)開発推進センター
H H 教 授 大 塚 雄 作
1 H 准教授 田 口 真 奈
1 H 准教授 酒 井 博 之
1 教育推進部 部 長 呈 見 朋 香







1他大学のFD実践 79 89.8 
2高等教育政策動向 -!9 55.7 
3. FD講師による寄稿 35 39.8 
4. FDイベントスケジュール 50 56.8 
5その他(自由記述) 4 4.5 
B. FDIこ関する講師の紹介
度数 早也
1授業評価アンケート 50 56.8 
2初年次教育 47 53.4 
3学生支媛 -13 48.9 
4専門分野別講師派遣 32 36.4 
5スタyフ・ディベロップメント 39 44.3 
6その他(自由記述) 8 9.1 
C.他大学におけるFD実践の見学
度数 号も
1綬業公開 58 65.9 
2大学院生研修 1 12.5 
3. TA研修 19 21.6 
4初任者研修 43 48.9 
5事務職員研修 38 .，13.2 
6.ICT活用に関する研修 26 29.5 
7その他(自由記述) 3 3.4 
問2 会員校連携事業(関心のある項目。複数回答可)
度数 号色
1授業評価 -!1 -!6.6 
2ユニバーサル化時代の 40 45.5 学生への対応
3教育評価とFD 60 68.2 
4スタyフ・ディベロップメント 32 36.4 
5大学教員研修(TA研修， -15 51.J プレFD，初任者研修)
6学生参画型FD 27 30.7 






















1.授業評価 28 31.8 
2ユニバーサル化時代の 31 35.2 学生への対応
3教育評価とFD 37 -12.0 
4スヲッフ・ディベロップメント 26 29.5 
5.大学教員研修(TA研修4 36 40.9 プレFD初任者研修)
6学生参画型FD 16 18.2 
7その他(自由記述) 。 。





















































































－ 160 － － 161 －
Ⅲ－C. 付録
3.幹事枝の2008年度WG分担について


























以上の想定されるWGの業務に関して、具体的なイメージを掴むために、 r 1. r総会配付資料の
図」と rWG組織図案」の異同」、 rII.関西FDワーキング・グループ活動計画のイメージ案」を、
以下に「参考資料」として示す。





































































































-アプロー チ別・ 授業評価(アンケート型、それ以外)、成績評価、 SD(事務職員研修)、
学生参画型FD、障害学生支援、プレFD(TA研修、院生研修)、 PBL
























































－ 164 － － 165 －
Ⅲ－C. 付録
関西地区印連絡協議会会費取扱要領(案)








































































部署名 役職 職種 氏名
備考
大 阪 大 学
大学教育実践 教 授 山 成 数 明 常住幹事枝センター
1 
大学教育実践 准教授 ß~ 部 憲 児センター
大阪市立大学 大学教育研究 副所長 教 授 矢 野 裕 俊 申告幹事枝センター
大阪府立大学 融合教育研究 主 任 教 授 高 橋 哲 也機 構
関 西 大 学
全学共通教育 副機構長 教 授 池 田 勝 彦推進機構
関西学院大学 総合教育 室 長 教 授 中 保 道 雄研 究 室
1 
総合教育 教育技術 研究員 谷 田 薫研 究 室 主 事
大進学教育
大学教育支
神 戸 大 学 推機構 援研究推進 教 授 米 谷 淳 常住幹事枝室 長
神戸常盤大学 看護学科 FD委員会 教 授 1工 上 芳 子委員長
同 志社大学 教育開発 事務長 角 谷 哲 史 申告幹事枝センター
立命館大学 推教育開発進機構 教 授 安 岡 高 志 常住幹事枝
1 H 
教育開発支 課 長 烏 井 虞 木援 課
龍谷大学 教学企画部 次 長 伊勢 戸 康櫨荘大学短期大学部
和 歌 山 大学 観光学部 教 授 出 口 竜 也
京 都 大 学
高等教育推研努
開発 進 センター長 教 授 田 中 毎 実 蝿長植{代表幹事技)
センター
1 H 教 授 大 塚 雄 作
1 H 教 授 松 下 佳 代
1 H 准教授 溝 上 慎
1 H 准教授 田 ロ 真 奈
1 H 准教授 酒 井 博 之
1 教育推進部 部 長 里 見 朋 香





































































































－ 170 － － 171 －
Ⅲ－C. 付録
相互研修など















































(2)日時 2008 年 11 月 ~12 月上旬、土曜または日曜の午後
(3)場所 立命館大学衣笠キャンパス













































































































→ (j)大学単位の参加とし、原則各大学 1名を研究 WGに登録する。(砂研究 SGの企
画・運営、調査・研究、発表等の分担など、主体的に研究 WGに参加できること。
(出)研究WG・研究SGの会合などへの参加旅費等は各大学の自費とする。





















































》 各研究 SGの予算執行は、研究部の承認を得て行う。(研究部、研究 WGメーリング
リストを利用)
〉 研究部・研究WG・各研究SGのメーリングリストは、京大が準備する。

































－ 178 － － 179 －
占 三 空欄支雛陥からのお知らぜ




























































－ 180 － － 181 －
Ⅲ－D. 付録１
京修大学 ~__ø_でZ広三2アFD活動リンク集 !斗E高等割膏研究開尭橿道官ンヲー





























































































































































－ 184 － － 185 －
Ⅲ－D. 付録１
-関西京~ (1i!#共温綾宵推量極構FD部門・擾聾'画面円霊且金・擾豊雄曹の車場市



































[F DO)JDt旦塑昼】全学fD/ワー ヲショッブ司自白禽(ワー ヲショッブ型授業などJ/.公開捜撃など
-窒皇室萱室主
[F DO)IDt旦艶】FDI師会/視聴精舎




















































































































































































































－ 192 － － 193 －
3. FD連携企画ワーキンググループ
























































































































































1 年次に達成すべきライティングの目標設定を学部全体で議論しながら 3~4 年の聞に実現し
たいと考えている。このテキスト作成のための議論はそれ自体をFDにつながる。














































ム全体にわたって書くことを指導する (Writ血gacros8 the Curriculu血)
・特に，大学における書く力，考える力とは「ディシプリンでの学習経験を自分にとって意味の
ある知識として再鴇造化する力」。今の初年次教育ではディシプリンの比重が小さい
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関西地区FD連絡協議会のウェプサイト (http://www.ka回目'fd.org)を、 2008年 1月に立
ち上げた。また、協議会のロゴを作成した。
－ 200 － － 201 －
和平区:D叫齢
， . 

































































































































































2008年 10月現在、京都大学(代表:酒井博之特定准教授)を主査校とし、 12大学より 13











































































































そこで、 2009年 1月 21日(水)10:40-12:10、1月初日(月)10・40-12:10、携帯電話
での授業アンケート(授業評価)、出欠確認の見学会を大阪成撲大学現代経営情報学部におい
て実施した。その参加状況、ならびに、アンケートの結果は以下の通り。
















































































































































































-Scholarship ofTeaching and Learningとテクノロジーの活用を中心にー」
飯吉透(マサチューセッツ工科大学
教育イノベーション・テクノロジー局・上級ストラテジスト)
シンポジウム fFDの学内組織化と大学関連携」
報告者:今泉柔剛(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長)
小田隆治
(山形大学地域教育文化学部教授/高等教育研究企画センター)
松下佳代(京都大学高等教育研究開発推進センター・教授)
山田剛史(島根大学教育開発センター・専任講師眉IJセンター長)
司 会:大塚雄作(京都大学高等教育研究開発推進センター・教授)
及川恵(京都大学高等教育研究開発推進センター・特定准教授)
その他、個人研究発表、小講演、ラワンドテーブル企画
於:京都大学百周年時計台記念館・吉田南1号館
(酒井博之)
